
令和８年度 スクールポリシー  

～「入学したい・入学させたい」学校をめざして～ 
 

沖縄県立宮古工業高等学校  

 

【校訓】 
敬 愛・・・いつでも人を敬い、人を愛し、親しみの気持ちを持って接すること。  

自 主・・・自分自身の意志や力で、判断、行動し実行すること。  

創 造・・・自分の力で、他にない新しいものを創り出すということ。  

 

【学校教育目標】 

１．専門的な知識・技能及び技術の習得と資格取得を推進し「将来のスペシャリスト」の育成を

めざす。自主的・主体的に学び「確かな学力」を有する社会に貢献できる人材を育成する。 

２．『凡事徹底』を推進し、教育活動全体を通して、自他を敬愛できる豊かな人間性を育むと同

時に、個性の伸長を図り、未来を創造し自己実現のできる人材を育成する。 

３．地域や家庭との連携を密に､教育活動全体を通して「生きる力」を育み、心身ともに健康な

人材を育成する。 

 

【学校教育方針】 
１．目指す学校像 

（１）生徒が「安心して、楽しく学べる学校」 

学校の主役である生徒にとって、毎日の学校生活が楽しく、学びが喜びになる学校生活をめざし

教育活動の質の充実に努める。（入学して良かった・卒業して良かったと思える学校づくり） 

（２）教職員が「充実感とやりがいを感じる学校」 

すべての教職員が、自己研鑽に励みながら「チーム宮工」として協働しながら校務を遂行し、やり 

がいと活気のある学校環境づくりに努める。（生徒のために・自分のためにやりがいを感じる） 

（３）保護者・地域から「信頼される学校」 

保護者や関係機関と連携を充実させながら、学んだ知識・技術で地域貢献活動を推進し、信頼 

される学校づくりに努める。（公教育・工業教育の魅力で入学させたい学校づくり） 

２．目指す生徒像 

   「宮工スタンダード」に基づく凡事徹底および職業倫理観および社会人基礎力を兼ね備え

た人材を目指します。 

 （１）「自律」することができ、心身ともに「自立」できる生徒（自律・自立） 

 （２）相互を認め、励まし合い、支え合うことができる「思いやり」のある生徒（敬愛） 

 （３）自らで考え、判断し、何事にも自主的･主体的・協働的に取り組む生徒（自主性・主体性・

協働性） 

（４）自らの可能性を信じ、創意工夫と最後までやり遂げる粘り強い大志を持った生徒（創造） 

（５）「五つの心」を持って、人と接することのできる規範意識の高い生徒  

①「おはようございます」という明るい心    ②「はい」という素直な心 

③「すみません」という反省の心           ④「おかげさまで」という謙虚な心 

⑤「ありがとうございます」という感謝の心 

 
 



【スクールポリシー】 
 

『スクールミッション(使命･存在意義)』 

（１）専門教育を通じて、自己肯定感の高揚により自己の在り方生き方を考え、地域社会に貢

献し活躍できるために主体的に進路を選択できる生徒の育成。  

（２）地域との連携、協働等を通じて地域の課題を見つけ、解決すべく必要な資質や能力を身

につけた生徒の育成。 

 

『アドミッション・ポリシー(受け入れたい生徒について)』 

「敬愛・自主・創造」を校訓に掲げ、ものづくり産業の担い手、地域に貢献できる人材の育成

を目標に様々な教育活動を展開しています。学校生活を通して就職や進学など、自分の進

路について考え、学ぶ「目的」と「意欲」に満ちた生徒を求めます。  

（１）「ものづくり」に関する技術習得や工業・家庭分野に強い興味・関心があり、将来、その分

野における技術者等をめざす生徒。  

・金属加工等のものづくりや自動車に関する専門知識や技術を習得し、社会で活躍するエ  

ンジニアをめざす生徒（自動車機械システム科）  

・電気電子技術や情報技術分野に興味関心を持ち、地域社会に貢献できるエンジニアをめ

ざす生徒(電気情報科） 

・生活に欠かせない衣・食の分野に興味関心を持ち、地元の食材や伝統文化も大切にしな

がら豊かな発想力や創造力で人々の生活に喜びを与えたいと思う生徒 (生活情報科) 

（２）凡事徹底(挨拶・身だしなみ・校則やマナーを守る)のできる生徒。 

（３）自らの将来にビジョンを持ち、目的を明確に何事にも挑戦し意欲的に取り組む生徒。 

（４）自他敬愛の精神で協働しながら学業、学校行事、部活動、学級活動等に積極的に参加

し、常に自らを高めようとする生徒。  

 

『カリキュラム・ポリシー（どのような教育で育てていくか）』 

（１）生きる力の基礎を養う普通教科と，社会で活躍するための専門力を養う専門教科をバラン

ス良く編成・実施すると共に，勤労観や職業観を養うキャリア教育を系統立てて教育課程

を編成する。学んだ知識や技術で社会を支える人材としての素養を育成する。  

（２）個に寄り添った学びで「できる・わかる」を支援し，ものづくりの基礎を教科・学科横断的な

視点を取り入れながら推進します。 

（３）課題研究や地域交流活動等での探究活動やキャリア教育を通して、課題を見つけ、主体

的・協働的に取り組み、解決すべく考え、判断し、実践できる能力を養います。  

（４）ホームルーム活動や学校行事、部活動等を通して「自律」でき、他者を「思いやる心」を育

てます。 

 

『グラデュエーション・ポリシー（卒業時のめざす姿・生徒像）』 

   職業倫理観および社会人基礎力を兼ね備えた人材を目指します。  

（１）「自律」することができ、心身ともに「自立」できる生徒（自律・自立） 

（２）相互を認め、励まし合い、支え合うことができる「思いやり」のある生徒（敬愛） 

（３）思考判断し、何事にも自主的･主体的･協働的に取り組む生徒（自主性･主体性･協働性） 

（４）自らの可能性を信じ、創意工夫と最後までやり遂げる粘り強い大志を持った生徒（創造） 


